
環境経営レポート

対象期間 2022年3月～2023年2月

株式会社喜久屋

発行日 2023年 6月 6日



1.組織の概要

（１）事業者及び代表者

株式会社喜久屋

代表取締役 橋本 圭司

（２）所在地

本社 東京都八王子市寺町39

仏壇の喜久屋 東京都八王子市中町9-11

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 葬祭事業部 西山雄二郎

TEL042-625-7798 FAX042-624-1699

Ｅメール y-ｎishiyama@e-kikuya.com

URL     http://www.e-kikuya.com

（４）設立年月日

1951年3月1日

（５）資本金

1,000万円

（６）事業の規模

年商 10,000万円

従業員数 9名

事業所延床面積 1,396㎡

（７）事業内容

仏具卸売業、仏具小売業、葬祭業、老人ホーム紹介業

本社 ：  仏具卸売業

葬祭業（キクヤセレモニー）

老人ホーム紹介業（キクヤ八王子老人ホーム紹介センター）

仏壇の喜久屋 ： 仏具小売業

mailto:y-Nishiyama@e-kikuya.com
http://www.e-kikuya.com/


3.環境経営方針

【基本理念】

株式会社喜久屋は環境問題への対応が社会的責務であることを認識し、葬祭サー
ビスや仏具販売など企業活動のあらゆる面で環境保全に配慮し行動します。そし
て全社員で環境負荷の抑制に関する取り組みを積極的に推進していきます。

【モットー】

「人にやさしく 地球にもやさしく」

【行動指針】

1. 二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

2. 省資源で仕事を進めるように努め、廃棄物の発生量を低減します。

3. 節水を進め、排水量を低減します。

4. ドライアイスの使用量の適正化に努めます。

5. 環境に関する法律・規制などを遵守し、環境保全の向上に努めます。

6. 社内に環境方針を掲示し、全従業員にエコアクション21環境経営システム
を徹底し、継続的改善を行います。

制定日2021年11月18日

東京八王子市寺町39 
株式会社喜久屋

代表取締役 橋本圭司





4.環境経営目標

5.環境経営目標の実績結果及び評価

作成日 2022/2/10

大項目 項目名 単位
2017年度
基準年

2022年度 2023年度 2024年度

30,523 30,211 30,054

2.4% 3.4% 3.9%

50,173 49,656 49,397

3.0% 4.0% 4.5%

2,884 2,854 2,839

3.0% 4.0% 4.5%

411 406 404

2.0% 3.0% 3.5%

1143 1016 889

55.0% 60.0% 65.0%

３）節水
水使用量の
削減

㎥ 419

２）廃棄物削減
事業系一般廃
棄物の削減

kg
実績データな

し

化学物質（消毒用エタノール等）
の適正管理

４）本業
ドライアイス
使用量削減

㎏ 2,540

５）化学物質管
理

化学物質の
適正管理

実績データな
し

分別・リサイクルの徹底
※資源ごみは地域の子ども会へ

１）二酸化炭素
削減

二酸化炭素排
出量の削減

kg-CO2 31,274

①電力使用量
の削減

ｋWh 51,725

②ガソリン使用
量の削減

L 2,973

作成日 2023/4/20

大項目 項目名 単位
2017年度
基準年

2022年度
目標

2022年度
実績

結果

30,523 28,602.5

2.4% 8.5%

50,173 50,044

3.0% 3.2%

2,884 2,648

3.0% 10.9%

411 177

2.0% 57.8%

1143 250

55.0% 90.2%

〇

◎
目標値を大きく超えて削減に成功

◎
目標値を大きく超えて削減に成功

４）本業
ドライアイス
使用量削減

㎏ 2,540 〇

５）化学物
質管理

化学物質の
適正管理

実績デー
タなし

〇化学物質の適正管理

２）廃棄物
削減

事業系一般廃
棄物の削減

kg
実績デー
タなし

分別・リサイクルの徹底
※資源ごみは地域の子ども会へ

３）節水
水使用量の
削減

㎥ 419 〇

2,973 〇 〇
削減に成功

〇 〇

評価

１）二酸化
炭素削減

二酸化炭素排
出量の削減

kg-CO2 31,274 〇 〇
削減に成功

①電力使用量
の削減

ｋWh 51,725 〇 〇
削減に成功

②ガソリン使
用量の削減

L

購入電力の二酸化炭素排出係数＝0.434kg-CO2/kWhを使用



6.環境経営計画とその実績・取組結果とその評価、および次年度の取組

作成日 2023/5/16

環境目標 活動計画
実施
結果

評価 次年度の取組

空調を必要な区域や時間を限定して使用
不必要時の消灯
使用頻度の低い照明は使用時のみ点灯
照度に不都合がない場合の間引き消灯や消灯
夜間・休日は主電源を切る
ソーラー発電の使用
冷暖房設備の適切な温度設定
クールビズ・ウォームビズ運動

急発進・急加速・急ブレーキや空ぶかしの禁止
定期的なタイヤの空気圧の確認
効率的な走行ルートの事前計画を立てて、無駄な
走行をなくす
エコドライブの徹底
適正な車両整備

可燃、不燃は少量のため各自持ち帰り
資源ごみは地域子供会へ協力
用済み用紙の再利用

こまめに蛇口を閉める
清掃、洗車時のバケツ使用
水道配管やトイレタンクからの漏水を確認する

ﾄﾞﾗｲｸｰﾗｰ使用によるﾄﾞﾗｲｱｲｽ使用量の削減
ﾄﾞﾗｲｱｲｽの適切な使用

電力の削減 △

夏は例年より猛暑日が多
くエアコンによる電気使
用量が増え、冬は施工数
が多かったため、式場に
使う電気量が増えたと考
えられる。
年度全体を通しての目標
値は達成出来ていた。

式場の水銀灯を別の
照明へ交換。
引き続き節電に努め
るとともに猛暑日の
対策を考える。

燃料の削減 〇

コロナの影響により営業
や説明会等、車で移動す
ることが減った。
前年トラックの使用頻度
がほとんど無かったため
売却し運搬時はレンタ
カー利用へ変更

引き続き燃料の削減
に努める

ﾄﾞﾗｲｱｲｽ
の削減

〇

2018年より導入のﾄﾞﾗｲ
ｸｰﾗｰの使用により、ﾄﾞﾗｲ
ｱｲｽの大幅な削減に成
功。

引き続きドライアイ
スの削減に努める。

一般廃棄物
の削減

〇

活動計画は概ね守られて
いた。

引き続き廃棄物の削
減に努める

水使用量
の削減

〇

活動計画は概ね守られて
いた。

引き続き節水に努め
る。



8.代表者による全体の評価と見直し・指示

7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに 違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反のないことを確認。
尚、これらの法規制に対する関係機関からの違反の指摘及び関連する訴訟等は過去3年間ありま
せん。

2022年度の活動計画は概ね守られていた。
電気使用量に関しては猛暑日の増加など考慮し改善または目標値の再設定を検討。
その他に関しては引き続き活動の継続・データ収集を行いCO2の削減に努めていく。

確認日2023/5/17

区分 関連法規等 評価結果

八王子市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例 適合

フロン排出抑制法 適合

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法） 発生無し

化学物質 労働安全衛生法 適合

廃棄物
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